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名鉄トヤマホテルで開催された「平成3年度富山県留学生等交流推進会議」
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平成3年度富山県留学生等交流推進会議の開催
富 山 県 に おける留学生 等の 円滑な受入 れの 促進 と 交
流 活動の 推進 を図 り 、地 域住民 の 国際理 解に 寄与する
こと を目 的と して、県 内 の 大学 、国の 機関 、地 方 公共
団体、経済 団体、国際交流関係 団体及 び学 識経験 者 等
の 協 力に より 、平成 元年 1 1 月に 設置 された富 山 県 留学
生 等交流推進会議の平成 3 年度会議 （議長 ： 小黒 千足
富 山 大学長 ） が、去る1 1 月29 日 （金 ） 名 鉄 ト ヤマホ
テルに おいて開 催されました。
企 小黒学長を議長に 、 留学生の受入れ体制の
整備・充実について協議された
会 議 では、初めに 、同推進会議事務局 （ 本 学 学 生 部
学生課） から、富 山 県 内 に おける外国人 留学生 の 受 入
れ状況に ついて報告がなされ、県 内 の 高等教 育機関 に
在籍している外国人 留学生 数が、平成 3 年 1 2 月12 日 現
在で1 40名 と なり 、その 大多数を占めるアジア諸国出
身者 の 比率は91 .4%で全国平均と 同程度 であ り 、 これ
は全国的に も年 々増加傾向に あること から、本 県 でも
今後その 比率が高くなると 予 想される等説明 があり ま
した。
その 後、同推 進会議運営委員会 委員長 （本学 増田
信彦 学生部長） から、平成 3 年度運営委 員会 報告と
して、富 山 県 内 の 企業に 対し実施 した「社員寮 への 外
国人 留学生受入 れに ついて」の アンケー ト調査結果及
び 留学生の 奨学金受給 状況等に ついて報告があり 、引
き続 きこの 報告に 基づいて、大学 の みならず地 方自治
体に おける留学生会 館 の 設置 や、企業の 社員寮の 開放 、
県民 に 対するホー ム ス テイの 啓発 ・普及 、民間宿 舎 の
確保及 び入 居助成 等の 外国人 留学生 に 対する宿舎 の 確
保、教育指 導 、企 業等に おける奨学金制度 の 充実等経
済 的な支 援及 び地 域住民 と の 交流 に ついて協 議 が行 わ
れました。種々意見交換の 結果、今後ますます増加す
る留学生 に 対する受入 れ体制 の 整備 ・充実に かかわる
これらの 問題 に ついて、更に 積極的に 取り 組 んで行 く
こと に なり 、議長 から、各機関 団体に 対し、一層の 協
力と 支 援の 要 請があり ました。
また、今年度 は特 に 、本学 大学 院及 び富 山 医科 薬 科
大学 大学 院に 在籍している留学生 各 1 名 を招き、それ
ぞれの 「留学生 活」に ついての 実情を聞いて今後の 事
業活動の 参考と しました。
なお、会議 終了後、同ホテル「朝霧の 閲」に おいて
会 議 に 出席した委員、留学生 及 び 富 山 県 費留学生 2 名
の 参加に よる懇談会 が行 われ、和 やかな雰囲気の うち
に お互いの 交流 、理 解を深めました。
企 留学生も交えて懇談する推進会議委員
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第 3回 （平成 3年度 ） 富 山県地区 国立学校 等中 堅 職
員研修が、去る1 1 月12 日 （ 火） から11 月1 4日 （ 木 ） ま
での 3 日 間、本学 が世話機関 と なり 、本学事務 局 大会
議 室及 び 国立立山少 年自然の 家 に おいて実施 されまし
た。
本研修は、富 山 県 内 に 所在する6 機関 （富 山 大学 、
富 山 医科 薬科 大学 、高岡短期大学 、富 山 工業高等専 門
学校 、富 山 商 船高等専門学校 、国立立山少年自然の家）
企 大学教育改善の必要さを
講義する勝山事務局長
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合 同の 研修で、当該機関 の職員の うち 、中堅職員に 対
し、その 職 務 の 遂行に 必要 な基礎的知識、技術 、態度
及 び 広範 な行政的視 野並び に 社会 的見 識を付与するこ
と に より 、各機関 の 中核と なるべき職員の 養成 を図る
こと を目的と したもの です。
本 年度 は、 5 機関 から22名 が受講 し、本学 の 受 講者
は、10名 でした。
なお、受講者及 び研修日 程は次の と おり です。
第328号報声凶守・平成3年12月発行
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五福地区構内清掃
今年 3 度 目 の五福地 区 構 内 清掃 が、去る1 1 月2 5日
（ 月） の午前中 に 実施 されました。 4 月 ・ 7 月に 引き
続 き今回も、各部局 から大勢の事務職員の協 力を得て、
構 内 建物 の外回り の清掃 が行われ、同時 に 職員等の環
境美化 意識の高揚が図 られました。
この日は、前夜の強い 風雨で散った枯葉が濡れた歩
道 に こび り つい て、参加した職員を悩ませてい ました
が、熱心な職員の働 きに 加え、購入間 もない 真空掃 除
機の活躍もあり 、事務 局 だけでも約700キ ログ ラ ムの
ごみが集 められました。
第328号
昨年12 月から始められたこの構 内清掃 も、学 内 行事
のーっと して定着しつつあるようです。 願 わくば、回
を重 ねるたび に 集 積されるごみの量が減 ること を。
企 濡れた落ち葉を掃さ寄せる事務職員
文部省永年勤続者の表彰
文部 省永年勤続者 と して、次の方が表彰され、平 成
3 年 1 1 月27 日 （ 水） 午前11時55分 から学長 室に おい て、
小黒 千足学長 から表彰状が伝達 されました。
20年勤続表彰 庶務部庶務課長 湯津芳雄
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平成3年度富山大学国際交流事業基金による
｜招へい外国人研究者の学術講演会｜
この たび 、人 文学部 では、富 山 大学国 際交 流 事 業 基
金第 2 種外国人 招へい 事業 に より 中 園、新彊 師範大 学
の 候燦教授 を去る1 1 月1 1 日 から1 3日 までの 3 日 間 招へ
い し、本学教官 との 研究交流並 び に 講演会 、座談 会 が
開 催されました。
講演会 は、1 1 月11 日 （ 月） 、教養部 2 番教室 に おい
て「砂に 埋もれたシル ク ロー ド王国 一楼蘭（ロウ ラン ）
の 発掘一」と題 して行われ ました。
講演 は、さまよえる湖ロプノ－｝レ の 位 置 を求めて探
検 してい たヘデ ィ ン グが偶然に 発見 した幻の 王国 「楼
蘭」の 、ス タイ ン 、日 本 の 大 谷 探検 隊に 次ぐ世界で第
4 番目 の 遺跡発掘調査者 として、水もなく、生 息する
もの もない 砂漠の 真中 の 調査環境としては最も厳しい
同 遺跡に おける22 日 間 に わたる発掘調査の 苦労 や成 果
に つい て、体験を通 して熱心に 語られ、約1 30 名 の 聴
衆 に 深い 感銘を与えました。
また、座談会 は、翌12 日 （ 火） 人文 学部 東洋史学演
習 室 に おい て「候燦教授 を囲んでー ト ル ファ ン 学 、そ
の 他－」と題 して行われ、候燦教授 の もう一つの 研 究
分 野である西 域 ト ル ファン 出土の 漢文文書 の 整理研究
に つい て、新 出土の 史料 を直接手に して、史料 価値を
解明する苦労 と魅力 に つい て、参加した教 官 、学 生 約
35人 を前に 詳しく話されました。
企 砂に埋もれたシルクロード王国一楼蘭（ロウラン）
の発掘について講演する新彊師範大学候燦教授
また、同 事業 に より 、成 城大 学 へ交換教授 として来
日 中 の 、本 学外国人教 師エリザベス ・パレス ト リ エリ
氏の 思師であるウ ィス コ ン シン ・ミル ウ ォー キ一大 学
の イ ー ハ ブ・ハ ッサ ン 教授 を去る1 1 月14 日 から18 日 ま
での 5 日 間 招へい し、本学教官 との 懇談等研究交 流 並
び に 講演会 が開 催されました。
講演会 は、1 1 月15日 （ 金 ） 人 文学部 語学 文学 科 教 棟
104 番教室 に おい て、「戦後アメ リカ 小説 （ 序論） 」
“Post- War American Novels- An Introduction ” 
と題 して行われました。
教授 は、戦後の 文学 的・思想的潮流 を理 解するに 当
たって、時 代を南部 、ユダヤ人 、黒人 の 問 題 が主 流 で
アイ デ ン テティが追求された1 945年から1 96 3年、ノン
フィク ション 、ポ ー ス ト ・モダン 、 S . F. （ 空想科
学 小説 と同 時 に 思弁的風刺である。 ）が中 心的となり 、
現実 社会 の パロデ ィが行われた1 963年から1 980 年、
ニマリズム 、ネ オ・ヒ ス ト リカ ノレ （新 歴史小説 ） 、旅
行記 ・ 探訪記の 時 代、すなわち 人 間 の 存在状況とそこ
からの 脱出手段 を探して、些末なもの への 関心とそれ
に 全 く反する未知の 世界への 興味を同時 に 示してい る
点が顕著な1 980年から現在までの 三 つに 区分 する仮説
を立 てられました。 教授 は該博な知 識を援用 し、具体
的に 作品と作家 を挙げてこの 仮説 を解説 し、聴衆 の 理
解を深めてくれただけでなく、個別 的な挿話をはさん
で説 得力 ある論証を展開 されました。
また、最後の 時 代の 特色が、ア メ リカ だけの もの で
ない ことを論じた際に は、優れた比較 文学者 としての
片鱗を示して、大 江健三郎、安部 公房、村上等 の 現代
日 本 の 作家 の 作品を対比的に 引き出し、現代世界での
状況が日 本 やその 他の 国 々でも変わらない ことの 証と
されました。
こうい った知的興奮を刺激する講 義が、全 くク リア
で聞き易い 、なまり の 無い 英語で語られたの で、教官 、
学生 、大学院生 、その 他約1 70名 の 聴衆 は充分 な理 解
をもって、一時間 半の 時 間 の 経つの を意識することな
く聴き入 ってい ました。
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ハッサ ン 教授 が残してくれたもの は有形 ・ 無形いろ
いろあったと 思われるが、最も大 きかったの は、教授
の 持 つ「知的雰囲気 」と 「知的好奇心 」の 重要 さであ
り 、特 に 、学生 諸君に と っては、碩学 の 講 廷に 列して
米 国 、テネシ一大学 植物学教室 の L. G . ヒ コ ック
教授 が、本 年10月 から外国 人 研 究者 と して本 学 理 学
部生物学講 座を訪問 され、約2 ヶ月 に わたって共同
研 究に 従事 されました。
これを機会 に 、去る1 1 月 6 日 （ 水） 、同 教授 に よる
「ミズワ ラ ビ突然変異体を用いた実 験生 物 学 」 と 題 す
る講演会 が、理学 部 2 号 館 1 0 番教 室 に おいて開催さ
れました。
講演 は、シダ植物 である ミズワ ラ ビの 胞 子を放 射
線、突然変異誘発 剤で処理 し、 得られた突然変異体
を用いて、生 殖器官 の 分 化 、胞 子の 発 芽等の 機構を
明らかに すると いう、極めて先 端 的かっユニー ク な
基礎的研究に 関 するもの であった。 1 00人 を超える教
官 ・ 学生 が出席し、大 変明快な英 語での 講 演 を伺う
こと ができ、また、その 後は活発 な質疑応答があり 、
大 変有意義な講演会 と なり ました。
報 第328号
教 えると ころの大 きな講 義を直 接に 聞いて理 解した 経
験が、勉学 を勧める上での 励ましと なり 、自 信 と なっ
たもの と 思われます。
企 ミズワラビの生殖器官の分化、 胞子の発芽機構に
ついて講 演するテネシ一大学ヒコック教 授
人 事 異 動
異動区分 発 令年月 日 氏 名 異動前の 所属官 職 異 動 内 ，谷� 
採 用 3. 1 1 .  1 8 山中 順 子 事務補佐員 （教育学部）
3. 12 .  1 岩淵 牧男 教 授 （工学部）
昇 任 3. 12 .  1 吉田 雅巳 講師（教育制冊付属教育実蹴鋪導センター） 助教授（教育特附属教育実棚知鱒センター）
辞 職 3. 1 1 .  16 村田 宣子 事務補佐員 （教育学部） 辞職を承認する
退 職 3. 12 .  1 竹井 公子 臨時用務 員 （教育学部 作業員） 平成 3 年1 1 月 30 日 限り退職した
-8ー
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平成3年度文部省在外研究員派遣者の決定
主たる滞在地及び当該
種 類 部局 名 職名 氏 名 滞 在 地の属する国名 調 査 研 究 題 目 派 遣期 間
並びに派遣先の機関名
プ ロ ビ デ ン ス
人口 高齢化 に 対する病院及び
平成 3 年12月 2 4日
若手教官 経済学部 助教授 柳川 洋一 （ ア メ リ カ 合衆国）
コ ・ メ デ イカ ル政策の 日 米 比較ブ ラ ウ ン 大 学 平成 4 年10月 2 3日
j!!lll議掛11:111�建議長逮捕す
海外教育事情視察を終えて
タルク ル回 る回 転 ドア の 真織の持 ち 手。 次々と いろ
いろな色の 手が握り しめる。 航空会 社の テレビの C M 
の ような、世界の 国 々の 人達 が行き来 する場面に 、私
は幸運 に も文部 省の 海外教育事情視察 団の一員と して
参加すること ができました。 感謝の 気持 ち でいっぱい
です。
通 過国 をも含めると ア メ リ カ 、メ キ シコ 、 ドイ ツ、
ス イ ス 、イ タ リ ア、モナコ 、フ ラ ン ス そしてソビエ ト
の 上空を通 って、文字どおり 北 半球一周 、25 日 間 の 海
外視察 でした。 特 に ア メ リ カ 、 ドイ ツ、フ ラ ン ス では、
教育委 員会 や学校 を訪問 し、その 国 の 教育 制度や子供
たち の 授 業に 直 接触れること ができ、貴重な体験がで
きました。 各国 都市 に は2 ～4泊と 滞在期聞は短かく、
全てを見 たわけではあり ませんが、逆に 短期間 に 多く
の 国 を訪問 すること で、一つの 見方 でなく、様々な視
全てが珍しく感心するもの i
海 岸の 広大 さ、ニュー ョ－�
教育学部附属養護学校教諭 酒井義久
マス メ デ ィア を通 して感じていたもの と は異なり 、新
たな感動を持 って追ってくるもの ばかり です。 帰った
らあれも話 したい、これも話 したいと 言うもの がどん
どんたまる一方 でした。 しかし、訪問 する国 が増える
｜・
に つれ、単に もの 珍しさから感心するの ではなく、少
しず、つ客観的に物事 を見 るように なってきている自 分
に 気が付 きました。
ア メ リ カ の 学校 訪問 時 に 、「教育 水準の 高い日 本へ、
ア メ リ カ から視察 に 行くの に 、逆に 訪問 を受 けるの は、
大 変興味深い。 」と ア メ リ カ 側の 挨拶の 中 で述べられ
ました。 また、日 本の 学校 5 日 制 への 動きを説 明する
と 、 「私達 は、もっと 授 業日 数を増やそうと 思ってい
るの に 、なぜ減 らそうと するの ですか？その 理 由を聞
かせてください。 」と 逆に 質問 されもしました。 アメ
リ カ では、土曜日 の 活用 （ 現在でも一部 、学 習 の 遅れ』
た児童を対象に授 業をしている。） をどうすべきか検
討 中 で、日 本の 教育 に 学 ぼうと していると の 説 明があ
り 、意外に も感じました。
ア メ リ カ 製の コ ン ビュー タ を使った本校 の 授 業風景
の 写真を見 せると 、不思議 がられ、日 本は何でもアメ ｜
リ カ の 真似をしたがると 首をひねられ、アメ リ カ が日
-9-
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本 の真似をする順番と 感じてい るようでした。
品回+ 
.. コンビュータのタイピングをする中学生
（アメリカ合衆国）
ドイ ツでは、少 し早目 に 学校 に 着い ても、予 定の訪
問時 刻が来 るまで、校 舎内 に は入 れず、パス 内 で待機
させられました。 授 業参観では、一つのク ラス の 1 時
間 の授 業をじっ くり 参観しました。もの珍しい 訪問 者
を迎えて興奮する子供たち を、適切な指 導助 言で普段
の落ち 着い た授 業風景に 戻す先生 。子供たちのノート
は、きれい な文 字できち んと 整 理されて書い てある等、
学習訓練 がい きと どい てい る印象を受 けました。 また、
障害児と 健常児が半々の人 数で学ぶ統合学校 があり 、
新 しい試 み、充実した施設 ・ 設備 を見 ること ができ、
と ても参考に なり ました。
絵のマッチングの学習をする小学生（ドイツ）
フラン ス では、校門 の持 つ意味は大きいと い うこと
を知らされました。 学校 の授 業が始まるまで、校 門 は
-10-
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聞かない し、時 聞が来 たら校門 は閉められると い うこ
と 。決められた時 聞が来 ると 、校庭 で教 師の前 に きち
んと 整 列してから教室 内 に誘導されると のこと 。 昼食
に 家に帰っ てい た生 徒が、午後からの授 業開始の時 間
が来 るまで、閉められた門 扉に 免れて座り 込んで待っ
ていると いう光景は、日 本流 に 感じると 不自 然 に も感
じるが、これも一つの割り 切り 方 なのでしょうか。
学校 の敷地内 に 官 舎があり 、必ず校長 か教 頭が住ま
なければならないと いう決まり があると のこと 。そう
い えば、学校 内 の施設見 学でも、あらゆる場所 に カ ギ
がかけてあり 、いつまでも生 徒が学校 に 残っ て活動 で
きる日 本 と は、まっ たく逆に 見 え、管理的色彩を強く
感じました。
どの国 でも、先生方 と の話し合い では、日 本 の学校
制度や受 験体制のこと 等に ついて、逆に 質問 を受 ける
こと が多くあり ました。うっ かり していると 、どち ら
が訪問者 かわからなくなるくらい でした。
どこに 行っ ても見 られる日 本 車や日 本 企業の看板。
小さな島国 日 本 が、世界的に 現在の立 場に あるに は、
日 本 なり の努力があっ たからなのでしょう。このため
に 果たした教 育の役割も大きく、今や世界が日 本 の教
育に 注目 しているのではないでしょうか。
全ての学校 訪問 を終えての私達の意見 交換会で、
「日 本 の教 育は、大筋に おい て間 違っ ていなかっ たと
確信 を持 っ た。」と 話される退職 間 際の先生 。 「 日 本 ｜：．：
が、外国 から学ぶべきものは、もうあまり ないのでは
ない か。」と 感想を述べられる中 堅の先生 。確かに 、
施設 ・ 設備 や授 業参観での学習 内 容を見 ると 、そう感
じられること もあり ました。
しかし、私に は、日 本 では学校教育に あらゆること
を期待し、教 師の献身的な努力に よっ て支 えられてい
ること が、随分 多い と 感じられました。 学校運営の面
では、多くのこと を諸外国 に 、まだまだ学ばねばなら
ないと 思、うように なり ました。
10才まで、一人 での外出禁止のフラン ス では、保護
者が、校門 までの送り 迎えをする。身体検査 や予防接
種は保護者 が病院に 子供を連 れて行き、証明書 を 学校
へ提出する。昼食は、家庭 に 帰っ たり 、弁当持 参、 ま
教たは学校 の食堂で、専 門 の指 導員 に より 食事 をし、
師が関わること はないと い う。
「校門 を一歩出れば、本人 文は親の責任 」と いうノレー
lレが徹底している欧米 の考え方 を、見 直 してみる必要
はない でしょうか。 何でも学校 が引き受ける日 本 では、
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思うと 、少 し不安に なり ます。
ぞろぞろと 連 れだっ て歩く日 本人 団体を見 てい ると、
日 本 の国 際化 に 向けて、もっ と もっ と身に っけなけれ
ばならない 国 際常識があるように 感じました。 食事 の
マナ ー 、会 話や服装等、もう少 し洗練 されてい ればい
い のに と思う場面が、多々あり ました。 そうい う私も、
イ タ リ アのレ ス ト ラン では、前 菜たけを食べ、これで
終わり と思い 、店を出てきてしまっ たのですから大 き
なこと は言えませんが、日 本人 の観光団は一人 一人 が、
小さな外交官 と い う意識をもっ と 持 つべきだと感じま
学校 ・ 家庭 ・社会 の役割をもっ と 明確に すること が大
切だと 痛感しました。 ドイ ツ、フラン ス では、日 本 で
考えられるような多くの学校 行事 はなく、社会教 育に
支 えられる体制が確立 してい ること に もよるのでしょ
うが。 （ フラン ス では、日 本 のような大 きな体育館 も、
音楽室 も見 られなかっ た。 体育 や音楽などは、学校 で
行うに は限界がある。 能力適正 に 応じて、専門 の施設
のある所 で指 導を受 ければよい とい う。）
学校 は学習 の場、しつけは家庭 、ス ポー ツ、文 化 的
した。
な趣 味は個人 的に 地域のク ラブで学ぶとい う割り 切り
方 と 、街頭に 出て交通指 導もする日 本 の教 師の姿の接
点をどこに 見 い だすか。 それぞれに 、一長 一短がある
でしょうが、訪問 した各学校 でい ただい た資料 を基に 、
よく考えて見 たい と 思っ てい ます。
学校 訪問 の合聞に は、その国 のい ろい ろな歴史や文
化 に 触れる機会 もあり ました。
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グランドキャニオンにて （筆者）
「百聞は一見 に しかず 」今まで漠然 と 持 っ てい た各
国 の印象が、深まっ たり 、新 しくなっ たり しました。
しかし、これが全てではない でしょう。 私は、 ほんの
一部 に 触れただけなのですから。
視察前 、机上の地球儀を何度も回して見 てい ました。
視察を終えて再び 地球儀をくるくる回してみます。 様々
な思い 出とと もに 、今まで見 えてこなかっ たものが見
えてくるような気がします。 訪問 した国 に は、その国
独自 の歴史があり 、文化 があり ました。 しかし、言葉、
髪や肌の色は異なっ ても、どの国 に も美 しく澄んだ子
供たち の瞳と笑顔があり ました。 何より も大 切な財 産
だと感じました。 そして、子供たち を語る教 師の表情
は、どの国 の教 師も同 じでした。
一つしかない 私達の宇宙船「地球号」を大 切に し、
次代を担う子供たち の教 育に 、私は、今後、い かに こ
の視察で得たものを活かせるか、真剣に 考えようと 思っ
てい ます。
筆者は、平成3年度国立大学・学部附属学校等教官海外教育
事情視察派遣者として、去る10月25日から11月18日までの
問、 アメリカ合衆国、 ドイツ、 フランス等へ外国出張され
ました。
「日 本人 は、何しに 私達の学校 に 来 たの？私達の学
校 を買い に 来 たの？ 」と言うアメ リ カ の小学生の言葉。
自 由の女神を見 るための船に 乗る待ち 時間 に 、黒人
が大 道芸で盛んに 体操の派手なパホー マン ス 。 終わっ
てから 「Chinese 1 ドjレ、Japanese2 ドノレ 」と叫ぶ。
それを聞い て、複雑 な思い がしました。
メ キ シコ のティファナ では、「 ミ ル ダケ、タダョ」
「ハ ラキ リ プライ ス 」「セ ン セ一 、シャチョウ サ ン 」
と妙な日 本 語で大 男 のメ キ シコ 人 が、銀製品を売り つ
けに 来 る。
jレー ブル やメ トロ ポ リ タ ン 美 術館 、その他 、名 所 ・
旧跡に は日 本 語の解説書 が必ずと 言っ てい い ほど販売
されてい る。 どこへ行っ ても見 られる日 本人 の団体に 、
い ささかうんざり だが、かくも強い 経済大 国 日 本 を支
えた技術力の確かさは、やはり 日 本 の誇るべきものな
のであろう。
「日 本 のエア コ ン は、もっ と音が静かでしたね。 」 と
小さな声で、日 本 を訪問 したこと のあるドイ ツの先生 。
パス ポー トの写真が少 し変色してい たため、ミュン
へン の検閲で足止め。 その理由が、日 本 の写真は、もっ
とはっ きり 写るはずだからと 、高く評価されてい る日
本 の技術水準がよくわかる。
日 本 製の車やビデオ、カ メ ラが、世界中を堂々と動
き回っ てい ます。 国連 ピJレの各席に 備 え付 けの通 訳の
ヘッ ドホーン も日 本 製。 高い 技術力を持 ち 、世界から
信 頼されてい る製品を作っ た日 本人 が、自 分 達が作っ
た品物 と 同 じほど世界から信 頼されてい るだろうかと
... 
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（省 令）
。学校教育法施 行規則等 の 一部 を改正 する省 令 （文部45 )
第3回授業料等減免選考委員会（11月11日）
（協議事項）
(1) 平成 3 年度 後期分授 業料免除者 の 選考 につい て
その 他(2) 
第5回補導協議会（11月11日）
（審議事項）
平成 3 年度 在来 生合 宿研 修 につい て
その 他
(1) 
(2) 
第6回附属図書館商議会（11月14日）
（審議事項）
(1) 次期附属図 書館長候 補者 の 選 定方法及 び 日程 に
つい て
(2) 外部 デ ー タ ベー ス の 接続 につい て（ J 0 I S等 ）
第6回入学試験管理委員会(11月19日）
（審議事項）
(1) 平成 4 年度入学 試験問題 作成主 任委 員及 び 問 題
作成委 員につい て
(2) 平成 4 年度入学 試験問題採 点委 員につい て
平成 4 年度入学 試験 調査書審査委 員につい て
平成 4 年度入学 試験 判定資料 の 様式につい て
平成 4 年度富山 大学学 生募集 要項（ 募集 人 員）
の 変更につい て
(3) 
(4 ) 
(5) 
第1回大学入試センター試験実施委員会(11月19日）
（審議事項）
(1) 平成 4 年度 大学 入 試セ ン タ ー 試験富山 大学 試験
場の 基本方 針（実施体 制）につい て
報 第328号
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(2) 平成 4 年度 大学入 試セン タ 一 試験 富 山 大学 試験 場
の 試験 室、 志願者及 び 監督者の部局別割り 当 てにつ
い て
(3）平成 4 年度 大学入 試セン タ ー 試験 富 山 大学 試験 場
実施 要項につい て
第1回レクリェーション委員会（11月21日）
（課
(1) 
題）
平成 3 年度職 員厚生経費の 使用計画 につい て
その 他(2) 
第6回大学院委員会（11月22日）
（審議事項）
(1) 平成 4年度富山 大学 大学院 理学研 究科（修 士課程 ）
及び工学研 究科 （修 士課程 ）第 2 次学 生募集 要項に
つい て
(2) その 他
第9回評議会（11月22日）
（審議事項）
(1) 平成 4 年度富山 大学教育専 攻科学 生募集 要項につ
い て
(2）平成 4 年度富山 大学学 生募集 要項（ 募集人 員）の
変更につい て
(3）平成 4 年度 大学入 試セン タ ー 試験富山 大学 試験 場
試験実施 要項につい て
(4）富山 大学入学 試験委 員会規則の 制定につい て（継
続 ）
(5）富山 大学入学 試験実施委 員会規則の 制定につい て
（継続 ）
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(6 ) 富 山 大学入学者選抜方法研 究委 員会 規則の 一部
改正 につい て（継続 ）
(7 ) 富山 大学 自 己点検 ・ 評 価に関 する検討委 員会 規
則の 制定につい て（継続 〕
(8) その 他
第4回部 局長懇談会(11 月22日）
（課 題）
報 第328号
(1) 平成 3 年度教育研 究特別経 費（特別分 ） の 配 分
につい て
(2) 第 8 次定員削減 につい て
(3) その 他
第5回事務協議会(1 1 月29 日 ）
（議 題）
(1) 当 面の 諸問 題 につい て
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学 内 規 則
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富山大学自己点検・評価に関する
検討委員会規則の制定
富 山 大学 自 己点検 ・ 評 価に関 する検討委員会 規則を次の ように定める。
平成 3 年 11 月22 日
富山大学自己点検・評価に関する
検討委員会規則
（設 置 ）
第 1 条 富山 大学 （以下「本学 」とい う。） に、 評 議
会 の 諮問 に応じ、 本学 における教育研 究活動等 の 自
己点検 及 び評 価の 在り 方 につい て具体 的検討 を進め
るため、 富山 大学 自 己点検 ・ 評 価に関 する検 討 委 員
会 （以下「委 員会 」とい う。） を置 く。
（検討事項）
第 2 条 委 員会 は、 次に掲げる事項につい て検討 する。
(1) 自 己点検 ・ 評 価の 基本方 針
(2) 自 己点検 ・ 評 価の 実施方法
(3) 自 己点検 ・ 評 価の 実 施 体 制
(4) その 他 自 己点検 ・ 評 価に関 して必要 な事項
（組 織）
第 3 条 委 員会 は、 次の 各号に掲げる者 をもって組 織
する。
(1）各学部及 び教養 部 の 教授 各 2 名
(2) 学 生部長
(3) 附属図書館長
(4) 事務 局長
2 前項第 1 号に掲げる委 員は、 学長 が委 嘱する。
（任 期）
第 4 条 前条第 1 項第 1 号の 委 員の 任期は、 2 年 とし、
再任を妨げない 。ただ し、 補欠の 委 員の 任期は、 前
任者の 残任期間 とする。
（委 員長 ）
富山 大学長 小黒千足
第 5 条 委 員会 に委 員長 を置 き、 委 員の 互選 によって
定める。
2 委 員長 は、 委 員会 を招集 し、 その 議長 となる。た
だし、 委 員長 に事 故あるときは、 委 員長 があらかじ
め指名 した委 員がその 職務 を行う。
（議 事 ）
第 6 条 委 員会 は、 委 員の 3 分 の 2 以上の 出席により
成立 する。
（意見 の 聴取）
第 7 条 委 員長 が必要と認めたときは、 委員 以外の 者
の 出席を求めて意見 を聴くことができる。
（部 会 ）
第 8 条 委 員会 は、 必要であると認めたときは、 部会
を置 くことができる。
（庶 務 ）
第 9 条 委 員会 の 庶務 は、 関係部 局の 協 力 を得て庶務
課 におい て処理する。
（雑 則）
第1 0 条 この 規則に定めるもの の ほか、 委 員会 の 運 営
に関 し必要な事項は、 委 員会 が定める。
附 則
この 規則は、 平成 3 年 1 1 月22日から施 行する。
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砂 富山大学自己点検・評価に関する検討委員会規則
の制定理由
大 学設置 基準及 び 大 学院設置 基準の 一部改正に伴
い 、 富 山 大 学における教 育研究 活動等 に関 し、 点検 ・
報 第328号
評 価を行い 、 教 育 研究 水準の 向上及 び 活性化を図る
ため、 富 山 大 学自 己点検 ・ 評 価に関 する検討委 員 会
を設置 し、 それに必要 な所要事項を定める。
富山大学入学試験委員会規則の制定
富 山大学入 学試験委 員会規則を次の ように定める。
平成 3 年 1 1 月22日
富山大学入学試験委員会規則
（設 置 ）
第 1 条 富 山 大 学 （ 以下「本 学」とい う。） に富 山 大
学入 学試験委 員会 （ 以下「委員 会 」とい う。） を置
く。
（ 目 的）
第 2 条 委 員会は、 本学 における入 学者の選抜 を適正、
かっ、円滑に運営 するととを目的とする。
（組 織 ）
第 3 条 委 員会は、 次の 各号に掲げる委 員をもって組
織 する。
(1) 学長
(2 ) 各学部長及 び教 養部長
(3) 各学部及 び教養部 から選 出された教授 各 2 名
(4) 学生部 長
(5) 保健管 理セ ン タ 一 所長
2 前項第 3 号の 委 員は、 学部長 又は教養部長 の 推 薦
に基づき、 学長 が命ずる。
（ 任 期）
第 4 条 前条第 l項第 3 号の 委 員 の 任期は、 2 年 とし、
再任を妨げない 。 ただし、欠員 が生 じた場合の 後任
の 委 員の 任期は、 前 任者 の 残任期間 とする。
（ 審議事項）
第 5条 委 員会は、 次に掲げる事項を審議 する。
(1) 入 学者選抜 の 基本 方針に関 する事項
(2) 入 学者選抜 に係 る試験 の 実施 に関 する事項
(3) 学生 募集 に関 する事項
(4 ) 大 学入試セ ン タ ー 試験 の 実 施 に関 する事項
(5 ) その 他 人学者選抜 に関 する重要事項
（委 員長 ）
第 6 条 委 員会に委 員長 を置 き、 学長 をもって充てる。
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2 委 員長 は、 委 員会を招集 し、 その 議長 となる。 た
だし、 委 員長 に事故あるときは、 委 員長 があらかじ
め指名 した委 員がその 職務 を代行する。
（議 事 ）
第 7条 委 員会 は、 委 員の 3 分 の 2 以上の 出席により
成立 する。
2 議事 は、 出席委 員の 過半数をもって決 し、 可否同
数の 場合は、 議長 の 決するところによる。
（実施本部等）
第 8条 委員 会に、 入学者選抜 に係 る試験の実施 の た
め、 検 査実施本部 及 び 各学部検 査場本部 を置 く。
2 検 査実施本部 に本部長 を置 き、 学長 をもって充て、
各学部 検 査場本部 に本部長 を置 き、 各学部長 をもっ
て充てる。
3 検 査実施本部 及 び 各学部検 査場本部 に関 する事項
は、 当 該本部長 が別 に定める。
第 9 条 委 員会に、 大 学入試 セ ン タ ー 試験 の 実施 の た
め、 試験実施本部 並 び に各学部 及 び教養部試験 場本
部 を置 く。
2 試験実施本部 に本部長 を置 き、 学長 をもって充て、
各学部及 び教養部試験 場本部 に本部長 を置 き、 各学
部長及 び教養部長 をもって充てる。
3 試験実施本部及 び試験 場本部 に関 する事項は、 当
該本部長 が別 に定める。
（入 学試験実施委 員会〉
第 10条 委員 会に、 入 学者の選抜及 び大 学入試セ ン タ ー
試 験 の 実施 に必要 な事項を協議 するため、 入 学 試 験
実施委員 会 （ 以下「実施委 員会」とい う。） を置 く。
2 実施委員 会に関 する規則は、 別 に定める。
（入 学者選抜 方法研究委 員会）
平成 3年12月発行 品品寸・
第 1 1条 委員会に、入学者選 抜方法 に関 する必要な事
項を調査研究 するため、入学者選 抜方法 研究 委員会
（ 以下「研 究委員会」とい う。） を置 く。
2 研究 委員会に関 する規則は、別 に定める。
（ 幹 事）
第 12条 委員会に幹事 を置 き、学生部 次長 をもって充
てる。
（ 庶 務 ）
第 13条 委員会の 庶務 は、学生部 入 試課 におい て処理
する。
附 則
1 この 規則は、平成 3 年 11月22日から施 行する。
2 この 規則施 行の 際、現に富山 大学入学 試験 管 理 委
報 第328号
員会委員である者 は、この 規則により 委員を委嘱さ
れたもの とみなし、任 期につい ては、平成 4 年 3 月
3 1日までとする。
3 次に掲げる規則は、廃止する。
(1 )  富 山 大学 入 学 試験管理 委員会規則 （ 昭和 3 6年 9
月 8 日制定）
(2) 富 山 大学 大学入 試セ ン タ ー 試験実施 委員会 規則
（平成 元年 5月2 6日制定）
砂 富山大学入学試験委員会規則 の制定理由
富山 大学 における入学者選抜 に関 する機構 を整 備
し、入学者の 選 抜を適正 、かっ、円滑に実 施 できる
よう、必要な事 項を定める。
富山大学入学試験実施委員会規則の制定
富 山 大学入学 試験実施 委員会規則を次の ように定める。
平成 3 年 1 1月22日
富山大学入学試験実施委員会規則
（ 趣 旨）
第 l条 この 規則は、富 山 大学入学試験 委員会 規則第
10条第 2 項の 規定に基づき、富山 大学入学 試験 実 施
委員会 （ 以下「実施 委員会 」とい う。） の 組 織 及 び
運営 に関 し、必要な事 項を定めるもの とする。
（組 織〉
第 2 条 実施 委員会は、次の 各号に掲げる委員をもっ
て組織 する。
(1 )  学生部長
(2) 各学部及 び教養部 から選 出された教授 各 2 名
(3) 保健管理 セ ン タ 一所長
(4) 情報処理 セ ン タ ー 長
2 前項第 2 号の 委員は、学部長 又は教養部長 の 推 薦
に基づき、学長 が命ずる。
（任 期）
第 3 条 前条第 1 項第 2 号の 委員の 任 期は、1 年 とし、
再任 を妨げない 。ただし、欠員が生 じ た場合 の 後任
の 委員の 任 期は、前任者の 残任 期間 とする。
（ 審議事 項）
第 4条 実施 委員会は、次に掲げる事 項を審議する。
富山 大学長 小黒 千足
(1) 入学者選抜学力検査 （ 面接、小論文及 び 実 技検
査等 の 検 査を含む。） の 実 施 に関 すること。
(2) 入学者選 抜に係 る電子計算 機処理 に関 すること。
(3) 大学入 試セ ン タ ー 試験 の 成 績処理 に関 すること。
(4) 大学入 試セ ン タ 一 試験 の 実施 に関 すること。
(5 ) その 他入学者選抜 の 実施 に関 し必要なこと。
（ 委員長 ）
第 5条 実施 委員会に委員長 を置 き、学生部長 をもっ
て充てる。
2 委員長 は、実施 委員会 を招集 し、その 議長 となる。
ただし、委員長 に事 故あるときは、委員長 があらか
じめ指名 した委員がその 職務 を代行する。
（ 議 事 ）
第 6 条 実施 委員会 は、委員の 3 分 の 2 以上の 出席に
より 成立 する。
2 議事 は、出席委員の 過半数をもって決し、可否同
数の 場合 は、議 長 の 決するところによる。
（専門 委員会）
第 7 条 実施 委員会 に、入学者選抜 の 実 施 の ため、別
表に定める専門 委員会 を置 く。
FHU 1i 
平成 3年12月発行 品同寸L
2 専門委 員会の 委 員は、 実施委 員会の委 員長 の 推 薦
に 基づき、 学長 が命ずる。
3 専門委 員会の 委 員の 任期は、 1 年 と す る。
4 問題 作成専門委 員会及 び採 点専 門委 員会に 、 主 任
委 員を置 き、 必要に 応じて、 副主 任委 員を置 くこと
ができる。
5 健康診断専門委 員会及 び 電子計算 機処理専門委 員
会に 、 委 員長 を置 き、 必要に 応じて、 副委 員長 を置
くこと ができる。
6 前各項に 定めるもの の ほか、 専門委 員会の 運 営 に
関 し必要な事項は、 当 該専門委 員会に おい て定める
こと ができる。
（ 幹 事 ）
第 8 条 実施委 員会に 幹事 を置 き、 学生部 次長 をもっ
て充てる。
（ 庶 務 ）
第 9 条 実施委 員会及 び 専門委 員会の 庶務 は、 学生 部
入 試課に おい て処理する。
（ 雑 則）
［別表］
報 第328号
第 10条 この 規則に 定めるもの の ほか、 実施委 員会の
運営 に 関 し必要な事項は、 実施委 員会に おい て定め
ること ができる。
附 員！J
1 この 規則は、 平成 3 年 11月 22 日 から施 行する。
2 この 規則施 行後、 最初に 任命される第 2 条第 1 項
第 2 号の 委 員の 任期は、 第 3 条の 規定に かかわらず、
平成 4 年 3 月 31 日 までと する。
3 この 規則施 行後、 最初に 任命される第 7条第 l 項
に 規定する専門委 員会の 委 員の 任期は、 第 7条第 3
項の 規定に かかわらず、 平成 4 年 3 月 31 日 までと す
る。
4 この 規則施 行の 際、 現に 富 山 大 学入 学試験管 理委
員会規則第 6 条第 1 項第 1 号から第 3 号まで及 び 第
6 号の 専門委 員である者 は、 この 規則に より 専 門 委
員会の 委 員を委 嘱されたもの と みな し、 任期に つい
ては、 平成 4 年 3 月 31 日 までと する。
専 門 委 員 会 名 所 掌 事 項
(1) 教 科 ・ 科目の 問 題 作成 に 関 すること 。
問 題 作 成 専 門 委 員 会 (2) 教 科 ・ 科目の問 題 の 採 点基準に 関 すること 。
(3) その 他教 科 ・ 科目の 問 題 に 関 すること 。
(1) 教 科 ・ 科目の 答案の 採 点に 関 すること 。
採 点 専 門 委 員 会 (2) 教 科 ・ 科目の 答案の 採 点結果の 評 価及 び 報告に 関 すること 。
(3) その 他教 科 ・ 科目の 答案の 採 点に 関 すること 。
(1) 健康診断審査基準に 関 すること 。
健 康 診 断 専 門 委 員 会 (2) 調査書に おける健康診断の 判定に 関 すること 。
(3) その 他 必要な事項
(1) 入学者選抜 業務 の デ ータ 処理シ ス テム に 関 すること 。
電子計算 機処理専門委 員会
(2) 入学者選抜 業務 の デ ー タ 処理に 関 すること 。
(3) 合否判定資料 の 作成 に 関 すること 。
(4) その 他 人学者選抜 に 係 るデ ー タ 処理に 関 し必要な事項
砂 富山大学入学試験実施委員会規則 の制定理由
富山 大学入学 試験 委 員会規則の 制定に 伴い 、 入 学
者 の 選抜及 び大学入 試セ ン タ ー 試験 の 実施 に 必要な
事項を定める。
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富山大学入学者選抜方法研究委員会
規則の全部改正
富 山 大学入学者選抜方法研 究委員 会規則 （ 昭和 39年 12 月18日制定） の 全 部 を改正 する規則を次の ように定める。
平成 3 年 11月22日
富山大学入学者選抜方法研究委員会規則
富 山 大学入学者選抜方法研 究委員 会規則 （ 昭和 39年
12 月18日制定） の 全 部 を改正 する。
（ 趣 旨〉
第 1 条 この 規則は、 富 山 大学入学試験委 員会規則第
11条第 2 項の 規定に基づき、 富山 大学入 学者 選 抜 方
法研 究委 員会 （ 以下「研 究委員 会」とい う。） の 組
織及 び運営 に関 し、 必要 な事項を定めるもの とする。
（ 目 的）
第 2 条 研 究委員 会は、 入学者選抜方 法 に関 し、 必要
な事項を調査研 究する。
（組 織 ）
第 3 条 研 究委 員会は、 次の 各号に掲げる委員 をもっ
て組織 する。
(1) 学 生部長
(2)  各学部及 び教養部 から選 出された教授 各2 名
2 前項第 2 号の 委員 は、 学部長 又は教養部長 の 推 薦
に基づき、 学 長 が命ずる。
（ 任 期）
第 4 条 前条第 1 項第 2 号の 委 員の 任期は、 2 年 とし、
再任を妨げない 。ただし、 欠員 が生じ た場合 の 後任
の 委 員 の 任期は、 前 任者 の 残任期間 とする。
（委員長）
第 5条 研 究委員 会に委員長 を置 き、 学 生部長 をもっ
て充てる。
2 委員長 は、 研 究委 員会を招集 し、 その 議長 となる。
ただし、 委員長 に事故あるときは、 委員長 があらか
じめ指名 した委員 がその 職務 を代行する。
（ 会 議）
第 6 条 研 究委員 会は、 委 員の 2 分 の l以上の 出席に
より 成立 する。
富山 大学長 小黒 千足
（専門委 員会）
第 7 条 研 究委員 会に、 専門 的事項の 調査研 究を行う
ため必要 があるときは、 専門委員 会を置 くことがで
きる。
2 専門委 員会の 委 員は、 研 究委員 会の推薦 に基づき、
学長 が命ずる。
3 専門委員 会の 委 員の 任期は、 2 年 とする。
4 専門委 員会に委 員長 を置 き、 専門委 員会の 委 員の
互選 によっ て定める。
5 専 門委員 会の 委員 は、 研 究委員 会に出席し、 その
調査研 究の 成 果を報告するもの とする。
6 前 各号に定めるもの の ほか、 専門委 員会の 運 営 に
関 し必要 な事項は、 専門委員 会におい て定めること
ができる。
（ 庶 務 ）
第 8 条 研 究委員 会の 庶務 は、学 生部入試課 におい て
処理 する。
附 則
この 規則は、 平成 3 年 11月 22日から施 行する。
砂 富山大学入学者選抜方法研究委員会規則の改正理
由
富山 大学入学試験委員 会が設置 され、 富山 大学 入
学者選抜方法研 究委 員会は、 富 山 大学入学試験 委 員
会に置 かれること及 び委員構 成 を改 めることに伴 い、
所要事項を改 める。また、 併せて字句の 整 備 を図 る
もの である。
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富山大学事務分掌内規の一部改正
富山大学事務分掌 内規の 一部 を改正 する内規を次の ように定める。
平成 3 年 1 1 月27日
富山大学事務分掌内規の一部を改正する内規
富 山 大学事務分掌 内規（昭和 61年 5月28日制定） の
一部 を次の ように改正 する。
第 14条学術情報係 の項第 5号中 「調査・研 究及 び 実
施 」を「調査及 び研 究 」に改め、 第 5号を第 6号と し、
同条第 4 号の 次に次の 一号を加える。
(5) 図 書館情報シ ス テム の 管 理に関 すること 。
富山大学事務 局長 勝山 進
附 則
この 内規は、 平成 3 年 1 1 月27日から実施 する。
惨 富山大学事務分掌内規の改正理由
附属図書館専 用電子計算 機導入及 び図書館情報シ
ス テム の整備 ・ 充実 に伴 い 、 所要事項を改 める。
富山大学事務組織等検討委員会要項
の制定
富 山大 学事務組織 等検 討委 員会要項を次の と おり 定める。
平成 3 年 1 1 月29日
富山大学事務組織等検討委員会要項
（設 置 ）
第 1 条 富 山 大 学 事 務 協 議 会 （以下「協 議 会」 と い
う。 ） に大学教育改善 にかかる事務組織等 の あり 方
を検 討するため、 富 山 大 学 事 務 組 織等 検 討委 員会
（以下「委 員会 」と い う。） を置 く。
（組 織）
第 2 条 委 員会は、 協 議 会の 構成 員の うち 、 次の 各号
に掲げる職 員をもって組織 する。
(1 ) 庶務部長
(2) 庶務課長
(3) 人事課長
(4) 主計課長
(5) 施設課長
(6) 学 生課長
(7) 各学部 及 び教養部の 事務長
（委 員長 ）
第 3 条 委 員会に委 員長 を置 き、 庶務部長 をもって充
てる。
2 委 員会は、 委 員長 が招集 し、 その議長 となる。た
富 山大学事務 局長 勝山 進
だし、 委 員長 に事 故あると きは、 委 員長 があらかじ
め指名 した委 員がその 職務 を行う。
（庶 務）
第 4 条 委 員会の 庶務 は、 庶務課及 び学生課 におい て
処理する。
附 則
この 要項は、 平成 3 年 1 1 月29日から実施 する。
砂 富山大学事務組織等検討委員会要項の制定理由
大学教育改善 にかかる事務組織等の あり 方 を検 討
するため、富 山 大学事務組織等検討委 員会を設置 し、
それに必要 な所要事項を定める。
no －－ 
第328号
叙 勲
報品砧千平成3年12月発行
去る1 1月 3 日付 けで、平成 3 年秋 の 叙勲が発表され、本学 関係
では次の方 が受章されました。
勲二等瑞宝章豊三郎内竹名誉教授
レクリエーション
平成3年度全国公務員レクリェーション共同行事
富山地区卓球大会
平成 3 年 度 全 国 公務 員レ ク リェー ショ ン 共 同 行事富山地区卓球 大会が、去る11月 20日（水）富山県総合体育セン タ ー
におい て開催されました。
同 大会には、10 機関から1 1 チー ム の 参加があり 、3 ブ ロッ ク に分 かれて熱戦を繰り 広げました。 本学 からは、A、
Bの 2 チー ム が出場し、よく健闘した結果、決勝戦は本学 Aチー ム と 富 山 医科薬 科大学 チー ム の 対戦と なり 、健闘
及ぱず惜しくも次勝と なり ました。
なお、大会の 成 績は次の と おり でした。
（三位 ）
北陸財務 局
富 山 財務事務 所
（優勝）
富 山 医科薬 科 大学
（予選 リー グ戦） ＜略＞
（決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦）
1 4 
1 
。
2 3 5 。
5 
1 
富山労働基準局北陸財務局 財務事務所富山労働基準局富山地方法務局富山大学A富山医科薬科大学中部通商
産業局
北陸財務局富山財務事務所
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学内レクリェーション
くバレーボール大会＞
本学 レク リェー ション委員 会体育部 会排球班と 文 部
省共済組合 富山大学支部共 催による平成 3 年度学 内ノぜ
レー ボー ノレ大会が、去る11月16日 （ 土） に本 学第 3 体
育館 におい て開催され、熱戦が繰り 広げられました。
なお、成 績は次の と おり でした。
（ 優 勝） 工学部 チー ム
（ 次 勝） 教育学部 チー ム
(3 位） 経済 学部 ・ 附 属 図 書館 チー ム
( II ) 教養部 チー ム
く卓球大 会＞
本学 レク リェー ション委員 会体育部 会卓球班と 文 部
省共済組合 富 山 大学支部共 催による平成 3 年度学 内卓
球 大会が、去る11月9 日 （ 土） に本学第 2 体 育 館 にお
い て開催され、熱戦が繰り 広げられました。
なお、 成 績は次の と おり でした。
0団体 戦
（ 優 勝） 工学部 チー ム
（ 次 勝） 本部 チー ム
( 3 位） 経済学部 ・ 附属 図 書館 チー ム
O個人 戦 （男 子の 部 ）
（ 優 勝） 青 木 茂 徳 （工 学部 ）
（ 次 勝） 大 川 信 行 （教養部）
(3 位） 林 秀 一 （工 学部 ）
O個人 戦 （ 女子の 部 ）
（ 優 勝） 伊 林 文 子（附 属 図 書館 ）
（ 次 勝） 西 部 仁 子 （工学部 ）
( 3 位〉 大 谷 直 美 （工 学部 ）
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海外渡航者
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渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間
第 4 回 ア ジ ア ・ 太平 洋材料 強度評 3 .  10. 6 
外 国 出張 工 学 部 教 授 塩津 和章 中 華人 民 共 和 国 価会議 （ APCS- 9 1） に出席及 び
研 究資料 の 収集 3 .  10. 17 
環 日本 海経済交流 に関する調査 研 3 .  11. 3 
経済学部 II 飯田 剛史 大 韓 民 国 ヴプb.. 
3 . 11. 8 
3 . 11. 10 
ノノ ，， 藤森 英 男 ，， ，， 
3 .  11. 16 
「シリコ ン 材料 の 科学 と 技術 に関 3 
. 11. 25 
理 学 部 ，， 杉 田 吉充 ア メ リカ 合 衆 国 するシンポ ジ ウム 」に参加 3 .  12 . 1 
II 助 手 飯田 敏 ，， ，， ，， 
北京外国 語大学 に訪問 中 の 共 同 研 3 .  11. 24 
海外研修 旅行 経済学部 講 師 瀧 敦弘 中 華人 民 共 和 国 究者 と の 意見交換及 び 資料 収集 3 .  12. 1 
3 . 11. 27 
理 学 部 教 授 封馬 勝年 大 韓 民 国 氷核活性菌に関する研 究
3 .  12 . 1 
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〈新任者住所〉
教育学部附属学校
事務補佐員 山 中 順 子
（附属学校第二係 ）
教 養 部
文部事務官 黒 田 芳 雄
（教務係長〉
男牧淵岩
）学工
授ム
－ア
n n u r
’ 、
立日
’ Jシ
学教体
流
工熱
文部事務官 稲 垣 克 己
（会 計 係 〉
文部事務官 佐 藤 修
（教 務 係 ）
〈住所変更〉
学生部学生課
臨時用務員 郷 井 良 平
教 育 学 部
助 教 授 河 本
（発達心理学）
肇
工 学 部
教 授 井 上 正 美
（細胞工学 ）
『 冬 の 省 エ ネ ル ギ ー に 協 力 を ．グ 』
石油、 天然 ガス な どの エ ネ ルギー資源 は 、 地球 の貴重な財産です 。
資源の無駄使 い は 、 地球の温暖化 な ど地球環境の悪化を招 く 原因 と も な り ま す。
日 頃か ら エ ネ ルギー を効率的 に使用 し 、 地球 に優 し い環境作 り に心掛け ま し ょ う 。
0 室 温 は 20℃を 目 途に暖房が過度にな ら ないよ う 心掛 ける こ と 。
0 昼休 み中の電灯 は極力 全部消 す等、 不用 時の照明 は こ ま めに消す こ と 。
0 で き る限 り 鉄道 、 パ ス等の大量輸送機関を利 用 する こ と 。
1i 円ノ－
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本 部
1 1 月 1 日
7 ～ 8 日
7 ～ 9 日
11～12 日
12～14日
13～14日
13～15 日
14～15 日
14～20 日
18～20 日
5 日
第49回東 海 ・ 北陸地区国立大学長会議 （於 ・
福井医科大学〉
15大学事務局長会議 （於 ： 九州工業大学）
第 2 団体育部会
国立大学等人事担当課長事務連絡会議 （於
文部省 ）
第 3 回 学務関係係長会議
年金相談会 （学生会館）
第 12回国立大学等研究協力部課長会議
（於 ： 放送教育開 発 セ ン タ 一 ）
平成 3 年度東海 ・ 北陸地区国立学校等施 設
系職員研修会 （於 ： 愛知県労働者研修 セ ン
タ ー ）
第29回 全 国厚生補導研究集会 （於 ． 鹿 児 島
市民文化 ホ ー ル 〕
学 内卓球大会
第 3 回授業料等減免選考委員会
第 5 回補導協議会
全 国国立大学理学系学長会議 （於 ： 茨 城 大
学 ）
大学教育改善検討委員会教育課程部 会 及 び
組織 ・ 制度部会
第34回北陸六大学施設担 当 者協議会 （ 於
富 山 医科薬科大学）
第 3 回 （平成 3 年度 ） 富 山 県地 区 国 立 学 校
等 中堅職員研修 （於 ： 富山大学、 国 立 立 山
少年 自 然 の 家 ）
国立大学協会第89回総会 （於 ・ 学士会 館 〕
平成 3 年度国立学校等幹部職員研修 （ 部 長
級 ） （於 ： 国立教育会館 ）
第73回東海 ・ 北陸地区国立大学学 生 部 部 課
長会議 （於 ： 岐阜大学 ）
平成 3 年度文部省施設担当職員研修会 （於 ：
国立 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合 セ ン タ ー ）
国立大学協会第56回 事務連絡会議 （ 於 ： 学
士 会 館 ）
北陸地区人事担 当 課長会議 （於 ： 金沢大学）
平成 3 年度厚生補導事務研修会 （ 於 ： 国 立
18～21 日
19～20 日
26～29 日
1 9 日
オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合 セ ン タ ー ）
第 5 回 （平成 3 年度 ） 北 陸地 区 国 立 学 校 等
監督者研修 （於 ． 辰 口 共同研修 セ ン タ ー ）
大学教育改善検討委員会教育課程部会 及 び
組織 ・ 制度部会
第 6 回 入学試験管理委員会
第 1 回大学入試 セ ン タ ー 試験実施委員 会
平成 3 年度第 13回北陸地区大学等 厚 生 補 導
担 当 者研修会 （於 ： 福井 鈴 の 里 ）
部課長会議
平成 3 年度全国公務員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 共
同 行事富山地区卓球大会 （於 ： 富 山 県 総 合
体 育 セ ン タ ー ）
第 1 回 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 委 員会
学生寄宿舎富 山 消 防署立入検査
第 6 回大学院委員会
第 9 回評議会
第 4 田部局長懇談会
五福地区構 内 清掃
大学教育改善検討委員会組織 ・ 制度部会
第 4 回放射性同位元素総合実験室運営委員
,!:>. コ＝
第 6 回 （平成 3 年度） 北 陸地 区 国 立 学 校 等
監督者研修 （於 ： 辰 口 共 同 研修 セ ン タ ー ）
文部省永年勤続者表彰
第 32回北陸地 区大学学生部懇話会 （ 於
沢大学）
日 本育英会奨学金返還説明会 （経済学部201
番教室 ）
第 5 回事務協議会
富 山県留学 生等交流推進会議 （於 ： 名 鉄 ト
ヤ マ ホ テ ／レ ）
20 日
2 1 日
22 日
25 日
26日
27 日
金
29 日
人 音日文 ,l.l..l., 十
6 日
9 日
1 1 日
12 日
15日
1 1 月 6 日
11 日
13 日
校山｛子範師彊新
ム玄
ム 一品
員国
員
委中
委会
画（
画員
計会
計委
来演
来算
将講
将予
部術）学授学
候 燦 教
ワ臼ワ臼
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1 5 日 学術講演会 （ ア メ リ カ 合衆国 ウ ィ ス コ ン
シ ン ・ ミ jレ ウ ォ ー キ 一大学 イ ー ハ ブ ・ ハ ッ
サ ン 教授）
18日 特別昇給委員会
20 日 教授会
教授会 （人事 ）
係長会議
22 日 紀要委員会
教 育 学 部 ｜
1 1 月 6 日 入学者選抜方法検討委員会
6 ～ 7 日 日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・ 学部長 ・
学部教員合同会議 （於 ： 新潟大学）
9 ～ 15 日 附属養護学校入学願書 ・ 附属 幼稚園入 園 願
書受付
12～13 日 日 本教育大学協 会全国家庭科部門大会 （於 ．
沖 縄 ）
13 日 学部教務委員会
教授会
人事教授会
15～16日 日 本教育大学協会北陸地区会 教育実践研究
指導部門研究協議会 （於 ： 富 山大学）
日 本教育大学協会北陸地区会教育学 ・ 教 育
心理学 ・ 特殊教育 ・ 幼児教育部門研究協 議
会 （於 ： 金沢大学）
20 日 学部予算委員会
人事教授会
日 本教育大学協会全国美術部門協議会 （於 ：
三重大学）
20～22 日 全 国 国立大学附属学校連盟副 校 園 長 会 研 究
会 ・ 日 本教育大学協 会附属学校連絡協議会
副校園長分科会並 び に 国立大学 ・ 学部 附 属
学校管理運営等協議会 （於 ： 香川県香川郡）
21 日 学部図書委員会
22 日 教育実習委員会
27 日 拡大学部将来計画委員会
1 1 月 6 日 学部補導委員会
8 日 第 8 回夜間主 コ ー ス 設置15大学懇談会 （於 ．
K K  R 東京竹橋 ）
報 第 328号
12 日 学部施設整備委員会
13日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
15日 平成 3 年度秋季国立 12大学経済 ・ 経 営 学 部
長及 び事務長会議 （於 ： 東京郵便貯金会館）
25 日 学部入学方法検討委員会 （持 ち 回 り ）
学部教育改善検討委員会委員 と 教養部将来
計画委員会委員 と の 懇談会
26 日 係長会議
学部職業補導委員会
27 日 学部教務委員会
教授会
29日 係長会議
1 1 月 5 日 動物実験委員会 （持 ち 回 り ）
学術講演会 （ ア メ リ カ 合衆国 テ ネ シ 一 大
学 L .  G . ヒ コ ッ ク 教授 ）
13 日 教育改革問題等懇談会
学科主任会議
18日 特別昇給委員会
20 日 教授会
理学研究科委員会
人事教授会
係長会議
26 日 学部教務委員会
1 1 月 1 日 学部運営委員会
係長会議
6 日 教授会
工学研究科委員会
専任教授会
7 日 学部図書委員会
学部教育改善組織検討委員会
8 日 拡大教務委員会
15 日 拡大教務委員会
学部温交会幹事会
18日 北陸信越工業教育 協会富山県支部幹事会
21 日 動物実験委員会
円、υ円〆】
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25 日 学部図書委員会
選考委員会
保健管理センター
27 日
教 養
1 1 月 27 日 健 康 の 集 い
1 1 月 6 日 推薦委員会
紀要委員会
将来計画委員会
1 3 日 補導委員会
予算委員会
将来計画委員会
1 9 日 将来計画委員会
20 日 教授会
27 日 推薦委員会
将来計画委員会
29 日 図書委員会
1 1月 5 日 係長連絡会
14日 第 6 回附属 図書館商議会
18～21 日 平成 3 年度大学図書館職員講習会 （ 於 ： 大
阪大学附属 図書館吹 田 分 館 〉
19～20 日 平成 3 年度北信越地区国立大学附属 図 書 館
事務 （部 ・ 課 ） 長会議 （於 ・ 信 州 大 学 附 属
図書館 ）
25～26 日 第 5 回 国立大学図書館協議会 シ ン ポ ジ ウ ム
（於 ： 関西地区大学 セ ミ ナ ー ハ ウ ス ）
29 日 係長連絡会
30 日 富山 県図書館協会創立印周年記念式典 （於 ：
富 山 県立図書館 ）
水素 同位体機能研究センター
1 1 月 19日 消 化訓練
｜ 地域共同研究センター 編 集
1 1 月 14 日 先端企業見学研修
20 日 第 5 回経 営 者 ・ 研究者交流会
26 日 米国 デ ュ ー ク 大学関係者視察
印刷所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 18
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